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倍率にとらわれずに

自分の力を出し切ろう

3月 6日 (水)県立高校一般選抜
学校名

:総合家庭 女

瘍 雛 掌男姿

環境建設システム男メだ
宇都宮商薗ュ_1業 墨事

合格発表は3月 12日

殷 喜 選委
真岡北陵 生物生産 男女

農業機械 男女

癬曇勢厳勇姿
介護福祉 男女

真 岡 工 機  ｀
械 男女~~~~生

産機械 男女
建  設 男女
電  子 男女

¨
  食品科学 男女

農業工学 男女

1 偏琶経繹霙姿

宇都宮工
八鶴傷稔 量妻

1 建築デザイン男女
競鍛システム男女
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情報処理 男女

′1ヽ 山 西 普  通 男女

12,03b8,46010,039 1・ 1191.20

濯υをとイ控虹にょ3理窮嬌稼
讚 亀

学 校 名 学科宅男 女
集
員

募
定

別
抜
員

特
選
定

出願 人 員

男 女 計
願
率

出
倍

学 悠 館

部
通

τ工並日
男 女 : 80 40 48 54 102 2.55

部
通

Ⅱ
普 男 女 80 40 51 35 86 2115

響遭男 女 40 20 9 6 15 0.75

含 :   計 200 100 108 95 203 2■03

冤 切 繋
建築システム男女
総合ビジネス男女
生活文化 男女

食品科学 男女
環境デザイン男女

は
竃  雲 霙姿電子情報男女

栃:木 繭層報通費
'霙姿

望奎笹≧喜 1通霙姿

7日 (木 )に面接のある高校もあります。

*石中生が受検する高校で面接があるのは

自楊・宇商 口小南 (ス ポーツ)・ 北桜・栃農

栃工・真工

ここ3年 くらいの間に宇工・城南 “今年から壬生

の面接がなくなりました。

*小南 スポーツ科には実技試験もあります。

2月 20日、21日 の正午までが県立高校の出願期間でした。

その後 25日 、26日 正午までの出願変更期間を経て、

このように各高校の出願確定結果が公表されました。

昨年から小山高専の学力試験が早まり、発表が出願変更期間の前になつたことから、出願

変更期間に高専合格者が『受検辞退届け』を提出できるようになりました。その結果「出願

変更の時になぜこんなにOO高校の数字が減るの?」 とか「減つた分どこかに増えていない

の?」 という現象がおきています。

*左の表には、石中生が受検する高校には下線が引いてあります。



3年生が県立高校入試に挑戦する今、それから先の進路についての情報を !

日本の高校進学率は 98.4%(定時制・通信制 を含む)で、世界でも第 2位 (1位

は韓国)こ れだけ進学率が高いので、都道府県別の統計を出しても、都道府県によってそれ

ほど大きな差は出ません。石橋中で考えると、昨年と一昨年は高校進学率は100%で した。

大学進学率は全国平均で 54.7%ですが、都道府県によってその違いが現れてきます。

栃木県の大学進学率は 51.8%(全国 22位),1位の京都府は 66.2%です。

大学進学率は ○都市部で高い=こ こに大学があるから

○農業就業人口が多いところは,大学進学率が低い。

(反対に最低賃金の高いところは、大学進学率が高い)

上の 2点から、東北、北海道、四国、九州といつた日本の両端で進学率が低いと言えます。
・地方には私立大学が少ないために大学の定員が少なく大学進学率が低くなりがち。
口地方から大学に行く場合には親元を離れることになるので、親の経済的負担が大きい。

栃木県だと東京でも「通える範囲の大学」と「通えない大学」があると思います。

大学進学率を男女別に見ると  男子 52.1%  女子 57.3% で女子の方が高いです。

男子は就職率が高いわけではなく、専門学校への進学率が高いことが明らかです。

現在の高校 1年生から大学入試も大きく変わります。今のセンター入試のような形態では

なくなり、試験の内容も外国語では外部の試験を導入するなどの案が出ています。そのよう

な変化が、高校の選択にも影響していて、「大学の附属高校への人気を高めている」ことも

事実です。

まずは、皆さんの身近にいる友だちや保護者、先生に相談してください。

そして、2014年に開所したNPO「ポラリス」という相談機関が宇都宮市にあることも知つ

ておいてください。高校生本人や保護者の悩みを聞いて「これから」をいつしょに考えてく

れる場所です。このような問題については、深く思い悩み、動けなくなる前に、早めの対処

が大事だと思います。経験豊富なスタッフが温かく迎えてくれます。

開所時間などはホームページで検索してみてください。宇都宮市下戸祭にあります。

もし 高校生活の中で「学校に行きたくない・ =口 」

)こ とがあったら口・・

がんばれ 3年生 !¬


